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【緒言】配向性ナノファイバーはその特異な構造・性質より、生体組織の作製に用いる細胞の足

場材料としての応用が期待されている[1]。しかし、これまで足場材料の原料として用いられてきた

親水性ゲルは機械的強度に乏しいという欠点により、筋肉、心臓、神経組織など十分な強度が求

められる生体組織の作製への使用が困難という問題点があった。そこで本研究では、配向性ナノ

ファイバーへのカーボンナノチューブ(CNT)の複合を提案する。CNT は耐久性が優れているとい

う特性を持ち、CNTを複合することで配向性ナノファイバーの耐久性向上が期待できる。今回は

原料として生体適合性に優れるポリビニルアルコール(PVA)を用いて PVA/CNTナノファイバーを

作製し、CNTが配向性ナノファイバーの構造および特性に与える影響を検討した。 

【実験】濃度が 8wt%の PVA 溶液(溶媒:蒸留水)に CNT を溶質中の質量比で 10wt%, 5wt%, 2wt%, 

0wt%となるように加え、4つの濃度の異なる PVA/CNT溶液を調製した。次に、エレクトロスピニ

ングのコレクター部分に平行板電極を用い[2]、PVA/CNT 溶液から配向性 PVA/CNT ナノファイバ

ーを作製し、SEMによる構造評価、熱重量分析による熱安定性評価を行った。 

【結果と考察】作製した PVA/CNTナノファイバーの SEM像を Figure 1に示す。また、Figure 2に

Fig. 1より求めた PVA/CNTナノファイバーの直径のグラフを示す。Fig. 1より、配向性ナノファ

イバーの作製に成功したことを確認した(電界方向は矢印の向き)。また Fig. 2 より、CNT を複合

することでナノファイバーの直径が小さくなっていた。これは、CNTの優れた導電性に起因して

いることが考えられる。熱重量分析等の耐久性評価については、当日議論を行う予定である。 
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Fig. 1. SEM images of oriented of 

PVA/CNT nanofibers 

(a)CNT10wt% (b)CNT5wt% 

(c)CNT2wt% (d)CNT0wt%. 
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Fig. 2. The diameters of PVA/CNT 

nanofibers. 
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